
情
報
氾
濫
時
代
の
重
要
課
題
（
２
０
１
９
・
４
・
１
６
） 

  

ド
イ
ツ
の
作
家
ミ
ヒ
ャ
エ
ル
・
エ
ン
デ
の
名
作
『
モ
モ
』（
一
九
七
三
）
に
時
間
貯
蓄
銀
行
と
い
う
不
可
思
議
な
組
織
が
登

場
す
る
。
人
々
に
時
間
を
貯
蓄
す
れ
ば
幸
福
に
な
れ
る
と
宣
伝
し
て
時
間
を
収
奪
す
る
が
、
人
々
は
自
由
に
な
る
時
間
を
喪

失
し
て
余
裕
の
な
い
不
幸
な
生
活
に
な
る
。
そ
こ
に
登
場
し
た
主
役
の
モ
モ
が
時
間
貯
蓄
銀
行
の
秘
密
を
暴
露
し
、
搾
取
さ

れ
た
時
間
の
解
放
に
成
功
す
る
と
い
う
物
語
で
あ
る
。 

 

現
在
の
情
報
技
術
は
時
間
貯
蓄
銀
行
と
は
反
対
に
、
自
由
に
な
る
時
間
を
提
供
し
て
く
れ
る
時
間
供
給
銀
行
が
氾
濫
し
て

い
る
社
会
を
実
現
し
て
い
る
。
通
信
販
売
は
買
物
時
間
か
ら
解
放
し
て
く
れ
る
し
、
様
々
な
窓
口
業
務
の
た
め
に
そ
れ
ぞ
れ

の
機
関
に
出
向
く
必
要
も
な
い
。
必
要
な
情
報
も
情
報
端
末
を
操
作
す
る
だ
け
で
一
瞬
に
し
て
入
手
で
き
る
時
代
で
あ
る
。 

 

そ
の
影
響
も
あ
り
、
労
働
時
間
は
急
速
に
減
少
し
て
き
た
。
日
本
の
年
間
労
働
時
間
は
一
九
六
〇
年
代
の
二
四
〇
〇
時
間

か
ら
現
在
で
は
一
七
〇
〇
時
間
と
六
〇
年
間
で
七
〇
〇
時
間
も
短
縮
し
て
い
る
。
単
純
に
計
算
す
れ
ば
、
現
在
は
毎
週
平
均

し
て
三
三
時
間
労
働
で
あ
る
が
、
一
〇
年
後
に
は
半
分
の
一
五
時
間
程
度
に
な
る
と
予
測
す
る
経
済
学
者
も
登
場
し
て
い
る
。 

 

モ
モ
が
活
躍
す
る
必
要
は
な
さ
そ
う
な
時
代
で
あ
る
が
、
二
種
の
問
題
が
登
場
し
て
き
た
。
第
一
は
情
報
技
術
自
体
が
自

由
な
時
間
の
収
奪
競
争
を
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
二
〇
〇
七
年
に
ア
メ
リ
カ
の
識
者
ブ
レ
ッ
ト
・
ス
ワ
ン
ソ
ン
が
「
エ
ク

サ
フ
ラ
ッ
ド
時
代
の
到
来
」
と
い
う
評
論
を
発
表
し
た
。
フ
ラ
ッ
ド
は
（
情
報
）
洪
水
、
エ
ク
サ
は
一
〇
の
一
八
乗
を
意
味

す
る
接
辞
で
あ
る
。 

 

社
会
に
氾
濫
す
る
情
報
が
年
間
エ
ク
サ
バ
イ
ト
に
な
る
時
代
が
到
来
す
る
と
い
う
予
測
で
あ
っ
た
が
、
現
実
は
大
幅
に
上

回
り
、
最
近
で
は
エ
ク
サ
よ
り
三
桁
増
加
し
た
二
一
乗
を
意
味
す
る
ゼ
ッ
タ
バ
イ
ト
時
代
に
突
入
し
て
い
る
。
こ
れ
は
日
本

の
国
会
図
書
館
の
全
蔵
書
数
の
約
四
億
倍
に
相
当
し
、
人
間
一
人
が
寝
食
を
放
棄
し
て
読
破
し
て
も
一
六
〇
兆
年
は
必
要
と

い
う
分
量
で
あ
る
。 

 

当
然
、
人
力
で
処
理
で
き
る
限
界
は
は
る
か
に
突
破
し
て
い
る
か
ら
、
検
索
技
術
さ
ら
に
は
人
工
知
能
を
駆
使
し
て
必
要

な
情
報
を
入
手
す
る
こ
と
に
な
る
が
、
そ
の
過
程
は
ブ
ラ
ッ
ク
ボ
ッ
ク
ス
で
あ
り
、
多
数
の
人
々
を
意
図
し
て
誘
導
す
る
よ

う
な
操
作
が
介
入
す
る
余
地
が
あ
る
。
情
報
技
術
が
提
供
し
た
自
由
時
間
を
情
報
技
術
が
収
奪
し
あ
う
社
会
が
進
展
し
て
い

る
。 

 

第
二
の
問
題
は
個
人
情
報
が
少
数
の
組
織
に
吸
収
さ
れ
て
い
く
社
会
の
登
場
で
あ
る
。
情
報
技
術
に
よ
り
自
由
時
間
を
提

供
さ
れ
た
世
界
の
人
々
は
グ
ー
グ
ル
に
一
日
六
〇
億
回
も
ア
ク
セ
ス
し
て
い
る
。
そ
れ
を
背
景
に
、
グ
ー
グ
ル
の
会
長
で
あ

っ
た
エ
リ
ッ
ク
・
シ
ュ
ミ
ッ
ト
は
「
あ
な
た
が
関
心
の
あ
る
内
容
は
ほ
ぼ
把
握
し
て
い
る
」
と
発
言
し
て
い
る
が
、
そ
れ
は

現
実
で
あ
る
。 

 

『
モ
モ
』
に
登
場
す
る
時
間
貯
蓄
銀
行
は
人
々
か
ら
時
間
を
収
奪
す
る
こ
と
が
目
的
で
あ
っ
た
が
、
Ｇ
Ａ
Ｆ
Ａ
に
代
表
さ

れ
る
現
代
の
時
間
供
給
銀
行
は
人
々
の
行
動
や
思
考
を
収
奪
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。
ア
マ
ゾ
ン
な
し
で
生
活
す
る
、

グ
ー
グ
ル
な
し
で
調
査
す
る
、
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
な
し
で
交
流
す
る
こ
と
が
困
難
な
人
々
は
劇
的
に
増
加
し
て
い
る
。 

 

『
モ
モ
』
の
発
想
は
、
ド
イ
ツ
の
経
済
学
者
シ
ル
ビ
オ
・
ゲ
ゼ
ル
が
『
自
然
経
済
秩
序
』（
一
九
一
四
）
で
提
案
し
た
マ
イ

ナ
ス
利
子
を
付
加
す
る
通
貨
が
背
景
に
あ
る
。
所
有
す
る
だ
け
で
利
子
が
加
算
さ
れ
る
通
貨
が
格
差
の
原
因
で
あ
る
と
し
、

そ
の
対
策
と
し
て
の
提
案
で
あ
る
。
現
在
、
個
人
情
報
の
帰
属
が
議
論
さ
れ
て
い
る
が
、
ゲ
ゼ
ル
を
参
考
に
時
間
供
給
銀
行

に
よ
る
収
集
自
体
を
規
制
す
る
仕
組
の
検
討
が
必
要
で
あ
る
。 


